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④日下川放水路（ 既設）の呑口

仁淀川床上浸水対策特別緊急事業(日下川)の事業概要(1)
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○平成２６年８月の台風12号、１１号と立て続けに甚大な浸水被害が発生
○平成２７年度より「仁淀川床上浸水対策特別緊急事業（日下川）」を採択

①完成前の「 村の駅ひだか」浸水 ②国道３ ３ 号の冠水 ③沖名地区浸水状況



仁淀川床上浸水対策特別緊急事業(日下川)の事業概要(2)
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○平成26年8月台風12号規模の洪水に対して床上浸水被害を解消
○日高地区の排水能力向上のため、日下川新規放水路を整備します



仁淀川床上浸水対策特別緊急事業(日下川)の進捗状況
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【国土交通省】
○平成27年4月に仁淀川床上浸水対策特別緊急事業(日下川)に着手
○地元の了承を得て、平成28年8月25日に日下川新規放水路ルート公表
○平成29年3月に日下川新規放水路の調査・設計を完了
○事業期間は、平成32年度末の6ヶ年

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度
平成33年度
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用地買収・補償
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トンネル工事

(工事完了予定)

呑口導水路工事
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【仁淀川床上浸水対策特別緊急事業(日下川) スケジュール】
凡例

実施済 計画



仁淀川床上浸水対策特別緊急事業(日下川)の計画概要(1)
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仁淀川床上浸水対策特別緊急事業(日下川)の計画概要(2)
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仁淀川床上浸水対策特別緊急事業(日下川)の計画概要(3)
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○日下川新規放水路トンネルの地質は脆弱
○地山等級区分は、弾性波探査、ボーリング調査、地表面踏査等をもとに設定
○地盤の弱い断層等と交差する場合は、なるべく最短距離で交差

L

L

L

L

L

L
仁
淀
川

L

日下川新規放水路

弾性波速度 5.184.532.513.614.38 4.342.324.774.02 1.62
0.59
0.36

3.63 5.234.584.354.603.194.444.513.134.473.043.663.34 2.131.40(km/s)

新規放水路の地質縦断面図

地 質 平 面 図



仁淀川床上浸水対策特別緊急事業(日下川)の計画概要(4)
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○放水路トンネル断面は、既設放水路断面と同じ断面（直径７ｍ）で計画
○トンネル掘削断面積は約50 ㎡の馬蹄形である
○トンネルの掘削工法として、ＮＡＴＭを採用する

ト ンネル部　 L= 5,130m

TP 4.70m

越流堤
TP 13.83m

制水門

TP 9.26m
ト ンネル勾配　 約 1/1,100

TP 7.20m

吐口部 呑口部  L＝200m

県道土佐伊野線
鎌田用水路

▽計画高水位 TP 15.75m

計画高水位   TP 16.38m

戸梶川

仁淀川

サイ ホン

山

新規放水路の縦断的な模式図

ト ンネル部標準断面図



インバートコンクリート
t=50cm
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吹付けコンクリート
t=20cm

覆工コンクリート
t=35cm

ロックボルト
L=4.0m

フォアポーリング
L=3.0m

D=
7m

吹付けコンクリート
t=10cm

覆工コンクリート
t=35cm

インバートコンクリート
t=40cm

ロックボルト
L=3.0m

D=
7m

吹付けコンクリート
t=10cm

覆工コンクリート
t=35cm

インバートコンクリート
t=40cm

ロックボルト
L=3.0m

土質区分毎による標準断面図

8

○土質区分（地山等級ＣⅠ、ＣⅡ、ＤⅠ、ＤⅢ）ごとに構造断面を設定

CⅠ CⅡ

DⅠ DⅢ

鋼アーチ支保工(H-125)

D=
7m

吹付けコンクリート
t=15cm

覆工コンクリート
t=35cm

ロックボルト
L=4.0m

インバートコンクリート
t=45cm

鋼アーチ支保工(H-125)
鋼アーチ支保工(H-150)

(坑口のみ)

鋼アーチ支保工なし



周辺への水利用対策

○既設日下川放水路トンネル施工において、水枯れが発生し、水利用に影響を与えた
○日下川新規放水路トンネルの施工においては、周辺の水利用に影響を与えないよう配慮する
◆着目点：工事施工後は、地下水位を施工前の状況に出来る限り回復、地下水位を考慮した設計

施工中
地下水位

低下
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施工後
回復

トンネル部標準断面
施工前

地下水位

地下水圧により弁体が浮き上がり
地下水が放水路内へ流れる

インバート
コンクリート

コンクリート

弁体

グレーチング

中央排水工

ウィ－プホール

D=
7m

インバート
コンクリート

中央排水工

覆工コンクリート

吹付けコンクリート

引張応力が
発生しやすい

鉄筋

施工後中央排水工を遮断



吐口部導水施設
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○日下川新規放水路のルートで仁淀川本川の流れから上流に向いている
○鎌田用水路との干渉を避けるため、鎌田用水路下を通過する
◆着目点：鎌田用水路下の掘削時に施工での配慮が必要
◆着目点：洪水時の仁淀川の流れを考慮して、吐口施設の検討が必要

南の谷排水機場
（既設）

八田堰
（既設）

新規放水路

鎌田用水路
（既設）

吐口施設

仁淀川

日下川放水路
（既設）

派川日下川放水路
（既設）

鎌田用水路付近断面図

パイプルーフ鋼管
φ400mm 13本

鎌田用水路

▽H.W.L. 15.75

▽-1.807
0
0
0

鎌田用水路

12%

トンネル部（一般部）

▽7.20

接続ます
φ13.0m

トンネル部(パイプルーフ工法)
L=32.5m

▽19.00

吐口工 L=38.3m

函渠工 L=25.3m

2
5
7
0
0

φ10.0m

45° 45
°

サイフォン構造



吹付けコンクリート

ロックボルト

D=
7m

掘削土砂搬出のための回転場の設置
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○トンネルの掘削土砂搬出方式に関しては「タイヤ方式」を採用
◆着目点：トンネル延長が長く、断面は小さいため、ダンプによる掘削土砂搬出には回転場が必要

回転場イメージ

坑口側

掘削方向

標準掘削断面

7.7m

1.9m

7.7m

1.9m

吹付けコンクリート

ロックボルト

D=
7m

11.5m

切羽側


